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南小
国 議

会
広
報

新学期スタート！新学期スタート！
それぞれの学年に進級し、気持ちも新たに、それぞれの学年に進級し、気持ちも新たに、
保護者の見守りを受けながら元気に登校して保護者の見守りを受けながら元気に登校して
いきました。いきました。



「安心」と「挑戦」！「安心」と「挑戦」！

令和８年度　一般会計当初予算令和８年度　一般会計当初予算

総額６２億６９３万円総額６２億６９３万円を可決を可決

ここに注目 ‼　今年度の予算
　議員の気になるポイントは？

きのこセンター施設解体設計業務委託
６４５万円　　　　　　（北里桂一議員）

Ｑ
 

結局解体することに決定したのか？また、

中の備品等はどうするのか？

Ａ
 

施設を使いたいという人もおらず、土地

の所有者とも協議

した結果、解体す

ることとした。備

品等については再

利用や公売を検

討する。

町長の施政方針

　少子高齢化による人口減少や担い手・人手不足、近年の物価高騰による生活への影響などの諸問題に

真摯に向き合い、町民が安心して暮らせる環境の整備や挑戦を生み出す町づくりを進め、満足度・幸福

度の向上につなげていく。

〇農協跡地の利活用

〇移住定住の促進

〇切れ目のない子育て支援

〇農林畜産業の経営支援と担い手対策

〇道路や水道施設等の老朽化対策

〇公共交通の充実

〇ＤＸによる窓口のスマート化

〇在住外国人への支援

〇未来の創り手となる児童生徒の育成

など

スクールバス運行委託料
１６２９万円　　　　　（森永一美議員）

Ｑ
 

子どもの送迎以外の時間に町民が利用

できる仕組みができないか？

Ａ
 

他の自治体の事例を踏まえ、バスの運行

会社と協議し模索していきたい。
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給食センター建て替え候補地

測量業務等委託料
１１４万円　　　　　　　（佐藤毅議員）

Ｑ
 

建て替えのスケジュールは？

Ａ
 

令和８年度に詳細

設計、令和９年度に補助

金申請を行い、令和１０

年度の工事着工を予定し

ている。

結婚お祝い商品券発行事業補助金
１４２万円　　　　　　（井野和哉議員）

Ｑ
 

事業の内容は？

Ａ
 

町内に住所を有

し、結婚後も本町に

住む意向がある夫婦

にお祝いとして１０万

円分の商品券をプレ

ゼントする。

生活困窮者支援等のための

地域づくり事業委託料
４５０万円　　　　　（下城孔志郎議員）

Ｑ
 

事業の内容は？

Ａ
 

介護や障がい、子ど

ものことなどで困っている

家庭に対し、関係機関が

別々に支援を行うのではな

く、決められた担当者が継続的に様々な支援を

行う事業。委託先は社会福祉協議会。

農業担い手育成補助金
３５００万円　　　　（穴井秀房議員）

　令和６年度に「南小国町今後の農業を考える

協議会」が消滅後、町内の各生産部会の有志

により、町長始め執行部を呼び、これからの農

畜産業について協議を行ってきたところである。

　その中で「農業担い手育成補助金」（令和７

年度当初予算額1100万円）について、予算額や

使い方について様々な意見があり、本年度の当

初予算に3500万円の計上がされたものである。

　今後どのように使われ、担い手の育成を行う

か見守りたい。

「日本で最も美しい村」連合負担金
４６万円　　　　　　　（穴井則之議員）

Ｑ
 

町がこの連合に加入していることを知ら

ない町民が多い。もっと

アピールが必要ではない

か？

Ａ
 

連合内での交流や

情報交換は継続的に行っ

ている。今後も連携を深

め、町にとってメリットと

なるよう取り組んでいく。

図書貸出業務委託料
１８６万円　　　　　　（後藤六男議員）

Ｑ
 

福岡市の図書館では傷害事件が起きて

いる。本町の図書館のセキュリティ対策は？

Ａ
 

図書館がある

コミュニティーセン

ターは南小国町商工

会が指定管理者に

なっており、管理全

般をお願いしている。
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一般・特別 会計　前年度比較
会　計　名 令和８年度 令和７年度 前年比

一 般 会 計 62 億 6927 万円 57 億 700 万円 + 9.9％

特
別
会
計

国民健康保険 4 億 6638 万円 5 億 5998 万円 - 16.7％
後期高齢者医療 9821 万円 9075 万円 + 8.2％
介護保険 7 億 1290 万円 7 億 359 万円 + 1.3％

計 12 億 7749 万円 13 億 5431 万円 - 5.7％
合　　　計 75 億 4676 万円 70 億 6131 万円 + 6.9％

※表示単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

公営企業会計　　※令和 6 年度から簡易水道・下水道事業は公営企業会計へ移行しました。

会　計　名 予　　算 会　計　名 予　　算

簡 易 水 道
事 業 会 計

事 業 収 益 1 億 5555 万円
下 水 道
事 業 会 計

事 業 収 益 2 億 2071 万円
事 業 費 用 1 億 4451 万円 事 業 費 用 2 億 2336 万円
資本的収入 9 億 4011 万円 資本的収入 7077 万円
資本的支出 9 億 7763 万円 資本的支出 1 億 368 万円

□　事 業 収 益：料金収入や他会計からの補助金など
□　事 業 費 用：人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
□　資本的収入：事業を行うために借り入れる企業債（借金）など
□　資本的支出：建設改良費や企業債の返還元金など

（一般会計）
地域経済循環創造事業 3500万円 南小国町くらし応援券発行事業補助金 2600万円
地籍調査事業 1964万円 南小国町観光商品券発行事業補助金 700万円
D-ONU管理サーバ更新事業 2310万円 道路維持事業 720万円
OCR納付書システム標準化事業 630万円 道路改良事業 1200万円
LPガス使用世帯支援事業補助金 607万円 町道矢田原線改良事業 1489万円
住民記録システム改修業務 68万円 道路メンテナンス事業 3762万円
戸籍附票システム改修業務 266万円 道路舗装補修事業 3000万円
国民年金システム改修業務 42万円 令和７年発生農地等災害復旧事業 960万円
物価高対応子育て応援手当 51万円 持続的観光地経営のための財源確保に向けた 628万円南小国西部農免農道排水施設復旧事業 1000万円 コンサルティング事業業務委託

※千円単位四捨五入

地方交付税
18億8660万円
（30.1％）

その他
7億5149万円
（12.0％）

その他
7億5149万円
（12.0％）

総務費
22億5304万円
（35.9％）

衛生費
7億7126万円
（12.3％）

民生費
8億5571万円
（13.6％）

その他
2億8324万円
（5.4％）

歳 入 歳 出

寄付金
10億600万円
（16.0％）

寄付金
10億600万円
（16.0％）

教育費
4億9465万円
　　（7.9％）

教育費
4億9465万円
　　（7.9％）

土木費
6億8187万円
（10.9％）

土木費
6億8187万円
（10.9％）

町債
3億9500万円
（6.3％）

町債
3億9500万円
（6.3％）

県支出金
3億2289万円
（5.2％）

県支出金
3億2289万円
（5.2％）

繰入金
11億3586万円
（18.1％）

繰入金
11億3586万円
（18.1％）

農林水産業費
5億4023万円
（8.6％）

農林水産業費
5億4023万円
（8.6％）

公債費
3億3586万円

（5.4％）

公債費
3億3586万円

（5.4％）

　　町税
4億6906万円
（7.5％）

　　町税
4億6906万円
（7.5％）

国庫支出金
3億237万円
（4.8％）

国庫支出金
3億237万円
（4.8％）

令和８年度　一般会計内訳

会計別　前年度との比較

令和７年度から８年度への繰越事業一覧
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令
和
８
年
３
月

第
１
回
定
例
会
　

　

３
月
定
例
会
が
３
月
３
日
か

ら
９
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
質
問
の
あ
と
、
補

正
予
算
や
当
初
予
算
、
条
例
の

制
定
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

●
令
和
８
年
度
当
初
予
算

◆
一
般
会
計

主
な
審
議

○
選
挙
費

▼
佐
藤
議
員　

選
挙
は
投
票
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
投
票

率
ア
ッ
プ
と
政
治
参
加
へ
の
一

歩
と
し
て
他
の
自
治
体
で
は
移

動
投
票
車
や
電
子
投
票
を
導
入

し
て
い
る
。
本
町
も
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
？

答

総
務
課
で
も
い
ろ
い
ろ
話

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
納
税
通
知
書
電
子
化

▼
森
永
議
員　

国
の
方
針
で
令

和
10
年
４
月
か
ら
納
税
通
知
書

の
電
子
化
が
始
ま
る
と
聞
い
て

い
る
。
具
体
的
な
内
容
を
教
え

て
ほ
し
い
。

答

ど
の
よ
う
な
運
用
に
な
る

の
か
ま
だ
詳
し
い
内
容
が
示
さ

れ
て
お
ら
ず
把
握
で
き
て
い
な

い
状
況
。

○
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

▼
井
野
議
員　

発
足
か
ら
25
年

を
迎
え
る
が
、
指
導
者
は
ほ
ぼ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
費
用
も

手
出
し
で
活
動
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
運
営

を
考
え
て
い
る
の
か
見
解
を
聞

か
せ
て
ほ
し
い
。

答

指
導
者
は
貴
重
な
時
間
を

子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
に

費
や
し
て
く
れ
て
お
り
、
非
常

に
感
謝
し
て
い
る
。
状
況
を
伺

い
な
が
ら
改
善
し
て
い
き
た

い
。

○
不
良
空
き
家
解
体
事
業
費
補

助
金

▼
北
里
議
員　

補
助
の
対
象
に

な
る
要
件
は
？

答

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
で
老
朽
化
が
激
し
く
、
近
隣

に
支
障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
危
険

な
建
物
の
除
去
の
費
用
に
対
す

る
補
助
と
な
っ
て
い
る
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

▼
穴
井
秀
房
議
員　

委
託
料
が

昨
年
度
と
比
べ
減
額
に
な
っ
て

い
る
。
寄
付
額
が
下
が
っ
て
い

る
の
か
？

答

委
託
料
と
送
料
の
合
計
が

経
費
に
な
る
が
、
近
年
は
送
料

の
割
合
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
委
託
料
を
減
額
し
送
料

を
増
額
し
た
。
寄
付
額
自
体
は

昨
年
度
と
同
じ
10
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

○
森
づ
く
り
協
定
業
務
委
託
料

▼
下
城
議
員　

協
定
の
相
手
先

と
内
容
は
？

答

企
業
が
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
公
有
林
な
ど
を
管
理
す

る
取
り
組
み
で
、
本
町
は
日
本

電
子
材
料
株
式
会
社
と
協
定

を
締
結
し
た
。
令
和
７
年
度
に

伐
採
し
た
町
有
林
に
植
樹
を
行

い
、
今
後
管
理
し
て
い
く
予
定
。

※
左
か
ら
２
番
目
が
協
定
者

○
有
害
鳥
獣
農
作
物
被
害
対
策

委
託
料

▼
穴
井
則
之
議
員　

委
託
先
及

び
委
託
内
容
は
？

答
「
株
式
会
社
イ
ノ
Ｐ
」
と
い

う
鳥
獣
被
害
対
策
を
専
門
に
扱

う
企
業
で
、
被
害
対
策
に
関
す

る
講
演
や
指
導
を
委
託
す
る
。

○
ホ
ー
ク
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

２
０
２
６
負
担
金

▼
井
野
議
員　

ど
う
い
っ
た
内

容
の
負
担
金
な
の
か
。

答

み
ず
ほ
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

ド
ー
ム
福
岡
で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
の
公
式
戦
が
あ
る
際

に
南
小
国
町
の
ブ
ー
ス
を
出

展
で
き
る
ほ
か
、
ド
ー
ム
内
の

ビ
ジ
ョ
ン
で
本
町
の
広
告
を
流

し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
仕
事
紹
介
ペ
ー
ジ
作
成
業
務

委
託
料

▼
森
永
議
員　

業
務
の
内
容
と

目
的
は
？

答

都
市
圏
（
東
京
・
大
阪
・

福
岡
な
ど
）
で
移
住
定
住
相
談

会
を
開
く
際
に
、
南
小
国
町
に

は
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
聞

か
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
仕

事
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
す
る
。

○
老
人
宿
泊
研
修
会
補
助
金

▼
佐
藤
議
員　

現
在
の
補
助
額

（
宿
泊
５
０
０
０
円
、
日
帰
り

３
０
０
０
円
）
で
は
研
修
に
行

け
る
方
が
限
ら
れ
る
。
多
く
の

方
が
参
加
で
き
る
よ
う
見
直
し

が
必
要
で
は
？

答

た
し
か
に
以
前
と
比
べ
る

と
宿
泊
代
も
上
が
っ
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

○
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

託
料

▼
北
里
議
員　

い
ろ
ん
な
課
が

位
置
情
報
を
共
有
で
き
る
ア
プ

リ
を
使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
消
防
団
で
も
火
災
や
災
害

の
位
置
情
報
の
把
握
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
小
中
学
校
で
使

用
し
た
中
古
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
各

部
に
配
布
し
て
、
情
報
を
共
有

で
き
る
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
有
効
活
用

へ
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

○
環
境
配
慮
型
林
業
経
営
推
進

補
助
金

▼
穴
井
秀
房
議
員　

補
助
金
の

内
容
は
？

答

環
境
に
配
慮
し
た
分
解
性

の
チ
ェ
ー
ン
オ
イ
ル
の
使
用
促

進
に
対
す
る
補
助
で
あ
り
、
森

林
組
合
が
販
売
す
る
オ
イ
ル
が

対
象
と
な
る
。

○
国
際
交
流
事
業
補
助
金

▼
森
永
議
員　

交
流
先
を
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
決
め
た
理
由
は
？

答

韓
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
候
補
に
挙
が
っ

て
い
た
が
、
純
粋
に
英
語
を
学

べ
る
環
境
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
決
定
し
た
。
６
月
に
小
中

学
生
15
名
程
度
が
来
町
し
、
町

内
の
小
中
学
校
と
交
流
を
図
る

よ
う
計
画
し
て
い
る
。

出典：熊本県 HP ／ ©2010 熊本県くまモン
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●
令
和
７
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計

主
な
審
議

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー

ン
参
加
者
謝
金

▼
穴
井
秀
房
議
員　

減
額
に

な
っ
た
理
由
は
？

答

事
業
者
で
あ
る
Ｓ
Ｍ
Ｏ
南

小
国
に
お
い
て
担
当
者
の
退
職

な
ど
が
あ
り
、
事
業
が
実
施
で

き
な
か
っ
た
た
め
。

○
生
活
体
験
施
設
使
用
料

▼
森
永
議
員　

移
住
定
住
の
相

談
は
年
間
何
件
く
ら
い
あ
っ
て

い
る
か
。

答

令
和
７
年
度
は
来
庁
さ
れ

て
窓
口
で
の
相
談
が
20
件
、
東

京
・
大
阪
・
福
岡
で
の
移
住
定

住
相
談
会
で
の
相
談
が
80
件

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
５
世
帯
が

本
町
に
移
住
し
て
い
る
。

○
小（
中
）学
校
校
舎
照
明
器
具

Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
工
事
設
計
業
務
委

託▼
北
里
議
員　

予
算
が
減
額
に

な
っ
た
理
由
は
？

答

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し

て
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
面
か
ら
工
事
で
は
な

く
リ
ー
ス
に
変
更
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
。

○
製
造
・
加
工
事
業
者
創
出
促

進
事
業
補
助
金

▼
穴
井
則
之
議
員　

申
請
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

答

２
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
が
、
う
ち
１
件
は
補
助
の
要

件
を
満
た
さ
な
い
内
容
だ
っ
た

た
め
、
補
助
金
を
交
付
し
た
の

は
１
件
の
み
で
あ
っ
た
。

○
小
国
杉
モ
バ
イ
ル
建
築
施
設

整
備
工
事

▼
下
城
議
員　

令
和
７
年
度
で

の
施
工
は
断
念
し
、
令
和
８
年

度
で
倍
近
い
予
算
を
使
っ
て
建

築
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

も
と
も
と
短
工
期
・
低
予
算
で

出
来
る
と
い
う
趣
旨
の
説
明
で

は
な
か
っ
た
の
か
？

答

当
初
は
会
議
室
程
度
の
建

物
を
造
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

事
務
室
や
災
害
時
の
仮
設
住
宅

な
ど
に
も
使
え
る
よ
う
、
ト
イ

レ
や
キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
建
物

を
造
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
資

材
や
人
件
費
の
高
騰
も
あ
り
、

結
果
的
に
予
算
が
増
大
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

主
な
審
議

○
出
産
育
児
一
時
金

▼
井
野
議
員　

令
和
７
年
度
の

出
生
予
定
数
は
？

答

２
月
末
現
在
で
14
名
の
出

生
届
が
出
て
お
り
、
３
月
末
ま

で
に
も
う
１
名
届
け
出
が
あ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計

主
な
審
議

○
衛
星
画
像
解
析
活
用
漏
水
調

査
業
務

▼
北
里
議
員　

衛
星
を
使
っ
た

漏
水
調
査
を
や
っ
て
い
る
市
町

村
は
あ
る
の
か
？

答

県
内
７
市
町
村
が
実
施
し

て
お
り
、
本
町
も
含
ま
れ
て
い

る
。
衛
星
画
像
で
判
明
し
た
箇

所
は
２
次
調
査
で
現
地
調
査
を

行
う
。

●
条
例
改
正
等

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
旅
費
の
見
直
し
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◆
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
移
住
定
住
促
進
空
き
家
活
用

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

◆
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

◆
熊
本
広
域
行
政
不
服
審
査
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約

の
変
更　

以
上
原
案
可
決

●
指
定
管
理

※
内
容
は
全
て
期
間
満
了
に

伴
う
更
新

◆
黒
川
温
泉
ふ
れ
あ
い
広
場

建設予定地（管理センター跡地）

令和７年度３月補正予算

△4億5224万円を承認・可決
補正額 補正後予算額

一般会計（第12号）　※専決 425 万円 69 億 8230 万円
一般会計（第13号）　※専決 1500 万円 69 億 9730 万円
一般会計（第14号） △ 3 億 6903 万円 66 億 2827 万円
国保特別会計（第4号） △ 550 万円 5 億 5508 万円
後期高齢特別会計（第2号） △ 357 万円 8744 万円
介護保険特別会計（第3号） △ 2961 万円 7 億 148 万円
簡易水道事業会計（第8号）
　収益的収入 △ 34 万円 1 億 6023 万円
　収益的支出 △ 6 万円 1 億 6621 万円
　資本的収入 △ 5185 万円 3 億 1388 万円
下水道事業会計（第5号）
　収益的収入 △ 31 万円 2 億 3443 万円
　収益的支出 △ 112 万円 2 億 4065 万円
　資本的収入 △ 486 万円 5138 万円
　資本的支出 △ 524 万円 1 億 1120 万円

＊万円未満四捨五入
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◆
黒
川
温
泉
駐
車
場

◆
公
営
満
願
寺
駐
車
場

◆
立
岩
水
源
公
園

◆
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

以
上
原
案
可
決

●
人
事

◆
教
育
長
の
任
命

　

市
原　
　

岩
切　

昭
宏　

氏

◆
教
育
委
員
の
任
命

　

志
童
子　

橋
本　

一
幸　

氏

以
上
同
意

●
そ
の
他

◆
第
２
期
南
小
国
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

原
案
可
決

●
委
員
長
報
告

◆
陳
情
第
５
号　

飼
料
・
燃
料 

・
資
材
・
肥
料
等
の
価
格
高

騰
に
関
す
る
陳
情
書

◆
陳
情
第
10
号
「
町
道
志
津
志

童
子
線
道
路
改
修
工
事
」
依

頼　
　

以
上
委
員
会
採
択

●
陳
情

◆
法
輪
功
迫
害
問
題
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

◆
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
レ
プ

リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
）

接
種
事
業
中
止
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

以
上
配
布
の
み

　
令
和
８
年
１
月

第
１
回
臨
時
会
　

　

第
１
回
臨
時
会
が
１
月
14
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
専
決
処

分
と
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

３月定例会（３月３～９日）　採択結果　　　　〇…賛成、×…反対　※賛否の分かれた案件のみ掲載。

議案番号 事　件　名 採決結果
下

城

北

里

佐

藤 

森

永

井

野

後

藤

穴
井
秀

穴
井
則

議案第１１号

令和８年度南小国町一般会計予算書 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

≪反対討論≫
井野議員：満願寺公民館が避難所であるという理由でエアコンを設置する予算が計上されているが、
同じく避難所になっている波居原公民館のエアコン設置を以前町に要望したところ却下された。同
じ町管理の施設であるにも関わらず、対応が異なるのは到底受入れられるものではない。
≪賛成討論≫
佐藤議員：当初予算については、賛成する。質疑応答で、見直しを多く求めた部分もある。執行し
ていく中で内容や在り方を議会を含めて検討していければと考える。

議案第２３号

南小国町黒川温泉ふれいあ広場施設の指定管理
者の指定（管理者：黒川温泉観光協会） 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

≪反対意見≫
佐藤議員：町の施設なので、管理者任せではなく、もっと町が関与する方法を検討すべきである。

議案第２４号

南小国町黒川温泉駐車場の指定管理者の指定
（管理者：黒川温泉観光協会） 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 × ×

≪反対意見≫
佐藤議員：現在は駐車料が無料だが、有料化すれば町の持出しも軽減される。ぜひ検討すべき。
穴井秀房議員：駐車料を徴収すれば町にも地元にもメリットがある。指定管理ではなく黒川温泉観
光協会への貸し付けにして有料化すべきである。

議案第２５号

南小国町公営満願寺駐車場施設の指定管理者の
指定（管理者：志津自治会） 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

≪反対意見≫
佐藤議員：指定管理ではなく、しごとコンビニに依頼して定期的に管理してもらうほうが適切と考える。

議案第２６号

南小国町立岩水源公園施設の指定管理者の指定
（管理者：立岩自治会） 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

≪反対意見≫
佐藤議員：指定管理ではなく、しごとコンビニに依頼して定期的に管理してもらうほうが適切と考える。

議案第２７号 南小国町地域福祉センター施設の指定管理者の
指定（管理者：社会福祉協議会） 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

主な補正予算
一般会計補正（第１０号）　※専決

町民向け商品券発行事業補
助金 7842 万円

 
一般会計補正（第１１号）

物価高対応子育て応援手当 1000 万円
飼料・燃料費高騰対策補助
金 3500 万円

観光振興プレミアム付商品
券発行事業補助金 1700 万円

市原小学校消化管漏水改修
工事 684 万円 
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問
　
在
り
方
検
討
委
員
会
の
議

論
の
内
容
・
方
向
性
は
？

教
育
長
　
保
護
者
等
か
ら
意
見

を
聞
き
、
小
規
模
校
の
良
さ
を

活
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

学
校
の
環
境
に
し
て
い
く
べ
き

か
考
え
て
い
く
。

問
　
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成

は
？

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

地

域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
長
・
後
援

会
・
学
識
経
験
者
等
を
含
め
20

名
以
内
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
保
育
園
と
小
学
校
と
の
連

携
は
？

教
育
長　
「
架
け
橋
期
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
作
成
、
実
施
し
て
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
３
小
学
校
合
同
で
の
学
習・

生
活
時
間
を
増
や
し
て
は
？

教
育
長　

学
年
の
交
流
で
合
同

学
習
等
は
他
の
地
域
と
比
べ
て

も
充
実
し
て
い
る
。
視
点
を
変

え
て
見
直
し
、
幅
を
広
げ
た
交

流
も
考
え
て
い
く
。

問
　
中
高
一
貫
教
育
連
携
の
小

国
高
校
。
南
中
生
の
行
き
た
い

学
校
に
な
っ
て
い
る
？
奨
学
金

で
学
生
を
支
援
し
て
は
？

教
育
長　

中
高
一
貫
６
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
立
て
、
応
援

し
て
い
く
。

町
長　

小
国
高
校
の
魅
力
向
上

に
向
け
協
議
を
し
て
い
く
。
奨

学
金
に
つ
い
て
は
、
協
議
検
討

す
る
。

問
　
可
燃
ご
み
、
特
に
生
ご
み

の
削
減
が
減
量
に
つ
な
が
る
。

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
制

度
を
導
入
し
て
は
？

町
民
課
長
　
他
自
治
体
で
も
導

入
さ
れ
て
い
る
。
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

問
　
旧
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
森
園

を
活
用
し
て
、
衣
類
や
書
籍
等

の
再
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で

は
？

町
民
課
長　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
改
修
が
終
わ
り
次
第
、
稼
働

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

く
。

町
長　

ご
み
削
減
は
環
境
に
も

優
し
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
も
合
致
し
て
い
る
。
関
係
課

と
協
議
を
進
め
る
。

佐藤　毅　議員

Ｑ 
町立小中学校、今後どうする？

Ａ町立学校の在り方検討委員会で
検討していく

Ｑ 
ごみ減量に向けた取り組みは？

Ａ環境教育や情報発信でごみ削減・
リサイクル促進につなげる

問　

今
年
、
山
村
広
場
頂
上
の

樫
の
木
を
伐
採
し
た
が
、
そ
の

木
は
夏
場
の
木
陰
や
冬
場
の
防

風
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

様
で
あ
る
。
今
後
気
温
の
異
常

な
上
昇
が
見
込
ま
れ
、
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
？

町
長　

山
村
広
場
は
行
き
届
い

た
管
理
が
必
要
と
の
意
見
を
受

け
て
、
今
年
は
暴
風
時
に
枝
が

折
れ
た
り
、
大
量
の
落
ち
葉
が

発
生
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の

高
木
を
伐
採
し
た
。
利
用
者
の

暑
さ
や
太
陽
光
対
策
と
し
て
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
屋
根
付
き
の

ベ
ン
チ
や
管
理
棟
を
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

問　

管
理
等
や
屋
根
付
き
の
ベ

ン
チ
の
利
用
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ベ
ン
チ
の
数
は
少
な
い
、
ま
た

管
理
棟
は
風
が
通
さ
ず
大
変
熱

く
な
る
が
ど
う
対
応
す
る
か
？

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

日
除

け
、
風
避
け
に
つ
い
て
は
、
現

状
を
確
認
し
な
が
ら
関
係
者
と

相
談
し
何
ら
か
の
対
策
を
行
い

た
い
。
管
理
棟
に
つ
い
て
は
扇

風
機
や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等

の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

問　

今
年
は
渇
水
に
よ
り
、
赤

馬
場
地
区
で
は
計
画
断
水
を
行

い
産
山
村
よ
り
給
水
車
を
借
り

対
応
、
ま
た
熊
本
地
震
の
折
に

は
宮
崎
県
椎
葉
村
よ
り
給
水
車

を
借
り
て
対
応
し
た
。
今
後
大

規
模
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、
自
治
体
間
の
融
通
は

難
し
く
な
る
た
め
給
水
車
を
導

入
す
べ
き
で
は
無
い
か
？

町
長　

市
原
新
水
源
の
供
用
が

始
ま
れ
ば
今
後
の
断
水
の
心
配

は
無
く
な
る
。
し
か
し
い
つ
発

生
す
る
か
分
か
ら
な
い
大
規
模

災
害
へ
の
対
応
は
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
給
水
車
は
用
途

が
限
ら
れ
る
の
で
、
移
動
可
能

な
１
ト
ン
給
水
タ
ン
ク
で
の
給

水
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

問　

１
ト
ン
給
水
タ
ン
ク
を
備

蓄
し
て
お
き
災
害
時
等
に
活
用

す
る
の
は
良
い
が
、災
害
時
に
は

平
時
と
状
況
が
一
変
し
、タ
ン
ク

輸
送
等
様
々
な
問
題
が
発
生
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
た
め
早

期
に
災
害
時
給
水
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ山村広場頂上の樫の木の伐採後
の管理について

Ａ令和７年、８年度で広場の環境整備を実施予定、
今後も利用者が安心して利用できるよう努める

Ｑ 
非常時用の給水車の導入について

Ａ給水車は用途が限られるので、移動可能
な１トン給水タンクでの給水を行いたい 穴井　秀房　議員
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問
　
昨
年
よ
り
地
方
創
生
の
３

名
の
伴
走
支
援
員
チ
ー
ム
が
配

置
さ
れ
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
南
小
国
に
お
い
て
は
「
南

小
国
の
未
来
を
支
え
る
、
住
む

人
、
訪
れ
る
人
に
優
し
い
移
動

手
段
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
の
支
援
を
受
け
て
い
る
が

具
体
的
な
計
画
が
あ
る
の
か
？

町
長
　
検
討
の
論
点
・
既
存
の

タ
ク
シ
ー
利
用
の
状
況
（
補
助

事
業
、
時
間
外
等
）・
交
通
空

白
地
の
交
通
手
段
の
確
保
等
を

踏
ま
え
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
見

直
し
と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問
　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入

し
、
黒
川
の
大
型
駐
車
場
を
拠

点
と
す
る
こ
と
で
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
が
可
能
に
な
る
。

　

Ｅ
Ｖ
車
両
や
防
災
倉
庫
を
設

置
す
れ
ば
観
光
客
の
避
難
所
と

し
て
の
防
災
機
能
も
有
効
に
な

る
の
で
は
？

総
務
課
長　

防
災
倉
庫
や
電
気

自
動
車
も
含
め
て
今
後
考
え
て

い
き
た
い
。

町
長　

観
光
危
機
管
理
等
、
防

災
士
の
養
成
講
座
を
計
画
し
て

い
る
Ｓ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
て
今
後

進
め
て
い
く
。

Ｑ地方創生支援員の成果及び計画
は？

Ａ公共ライドシェアの導入を進め
ていく北里　桂一　議員

問　

町
長
の
諮
問
を
受
け
、
南

小
国
町
立
中
原
保
育
園
の
今
後

の
あ
り
方
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
調
査
及
び
検
討
を
行
い
、

中
原
保
育
園
は
市
原
保
育
園
に

統
合
す
る
事
が
妥
当
で
あ
る
と

の
結
論
と
な
り
審
議
の
結
果
を

町
長
に
答
申
し
た
と
こ
ろ
で

す
。町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長　

答
申
の
趣
旨
を
重
く
受

け
止
め
答
申
に
基
づ
き
策
定
さ

れ
た
基
本
計
画
に
従
い
、
挙
げ

ら
れ
た
取
り
組
み
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
に
関
係
者
と
緊
密

に
連
携
し
な
が
ら
円
滑
に
進
め

る
所
存
で
す
。
保
育
園
の
統
廃

合
は
令
和
９
年
４
月
の
統
合
実

施
を
目
指
し
ま
す
。

保
育
課
長　

統
合
で
の
集
団
保

育
に
よ
り
子
ど
も
達
の
社
会
性

の
育
成
と
心
身
の
成
長
が
促
さ

れ
、
ま
た
保
育
士
の
先
生
が
増

え
手
厚
い
保
育
が
可
能
に
な
る

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
賛
成
意
見
が

多
か
っ
た
。

問　

市
原
保
育
園
も
築
37
年
に

な
り
新
園
舎
の
検
討
も
お
願
い

し
た
い
。

町
長　

市
原
保
育
園
の
園
舎
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
跡
地
検
討
委

員
会
の
中
で
も
園
舎
移
転
の
意

見
も
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い

く
と
い
う
認
識
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

穴井　則之　議員

Ｑ 
南小国町立保育園のあり方は？

Ａ答申の趣旨を重く受け止め統合
実施を目指す

令和９年４月に中原保育園と令和９年４月に中原保育園と
統合予定の市原保育園（築37年）統合予定の市原保育園（築37年）令和９年３月に閉園予定の中原保育園令和９年３月に閉園予定の中原保育園

黒川温泉駐車場から温泉街に向かう観光客黒川温泉駐車場から温泉街に向かう観光客温泉街を歩く観光客温泉街を歩く観光客
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森永　一美　議員

Ｑ観光客は１日平均３８００人。町
民と同数の観光客をどう守る？

Ａ令和８年度に観光危機管理計画
を策定する

問
　
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
は

年
間
１
４
０
万
人
。
単
純
計
算

で
１
日
平
均
３
８
０
０
人
と
町

民
と
ほ
ぼ
同
数
が
本
町
を
訪
れ

て
い
る
。
町
民
と
観
光
客
と
を

守
る
危
機
管
理
体
制
が
必
要
。

町
長　

令
和
８
年
度
に
観
光
危

機
管
理
計
画
を
策
定
す
る
。

問
　
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
持
つ

町
内
事
業
者
さ
ん
と
連
携
協
定

を
結
ん
で
は
？

町
長　

事
業
者
と
の
連
携
協
定

締
結
は
絶
対
的
に
必
要
。

問
　
益
城
町
を
視
察
し
た
際

に
、
避
難
所
運
営
で
は
ト
イ
レ

が
一
番
大
変
だ
っ
た
と
聞
い
た
。

①
ト
イ
レ
な
ど
の
備
品
は
、
観

光
客
を
避
難
誘
導
し
や
す
い
場

所
に
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
？

②
外
国
人
観
光
客
も
多
い
。
ト

イ
レ
の
設
置
場
所
や
使
い
方
の

案
内
を
多
言
語
で
作
っ
て
お
い

て
は
？

総
務
課
長　

①
②
と
も
に
今
後

考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
有
事
の
際
に
、
町
内
在
住

外
国
人
に
協
力
を
仰
げ
る
よ
う

な
体
制
を
作
れ
な
い
か
？

町
長　

外
国
人
向
け
の
言
葉
の

教
室
や
交
流
会
も
開
催
予
定
。

有
事
の
協
力
体
制
も
考
え
て
い

く
。

井野　和哉　議員

Ｑ 
今後の上水道事業の計画予定は？

Ａ老朽化対策を含めた配水池や配
水管の工事を行う

令和７年度に初開催した、食生活改善推進員令和７年度に初開催した、食生活改善推進員
さんと外国人との食を通した交流会の様子さんと外国人との食を通した交流会の様子

旧星和小に備蓄している旧星和小に備蓄している
簡易ポータブルトイレ簡易ポータブルトイレ

Ｑ下水道事業をどう維持管理をし
ていくか？

Ａ料金改定の必要性も考慮し、事
業方針や経営の検討を進める

問　

町
が
管
理
し
て
い
る
水
源

地
は
い
く
つ
あ
る
か
？

建
設
課
長　

新
規
水
源
を
含
め

10
ケ
所
に
な
る
。

問　

町
水
道
を
利
用
し
て
い
る

町
民
の
割
合
は
？

建
設
課
長　

給
水
区
域
内
で
約

92
％
の
加
入
率
で
あ
る
。

問　

今
後
、
人
口
減
少
に
伴
い

水
道
事
業
収
入
を
得
る
の
も
難

し
く
な
る
と
思
う
。
維
持
管
理

を
し
て
い
く
上
で
、
水
道
料
金

の
改
定
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

建
設
課
長　

ま
ず
、
反
問
権
を

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
議

員
の
個
人
的
な
意
見
と
し
て
、

料
金
を
ど
う
す
べ
き
だ
と
考
え

て
お
ら
れ
る
か
。

井
野　

結
論
か
ら
申
す
と
、
受

益
者
の
負
担
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
は
、
や
む
を
得
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

建
設
課
長　

貴
重
な
御
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
入
庁
し
て
35
年
経
過
す

る
が
、
水
道
料
金
の
改
定
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
御
意
見
を
い

た
だ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

公
共
下
水
道
と
農
集
は
整

備
が
終
了
し
て
お
り
、
今
後
は

維
持
管
理
へ
の
費
用
負
担
が
増

加
し
て
い
く
と
思
う
。

　

特
に
中
原
地
区
の
農
集
事
業

は
、
使
用
人
口
で
料
金
が
設
定

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
う

維
持
管
理
し
て
い
く
の
か
。

建
設
課
長　

農
集
事
業
に
お
い

て
は
、
現
時
点
で
は
料
金
差
が

大
き
く
開
い
て
い
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
料
金
改
定

と
い
う
考
え
は
な
い
が
、
終
末

処
理
場
の
機
械
の
更
新
等
を
考

え
れ
ば
、
料
金
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
十
分
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

問　

下
水
道
区
域
内
で
も
新
規

接
続
に
は
高
額
な
費
用
が
か
か

る
。
合
併
浄
化
槽
と
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
き
れ
い
な
水
を
放

出
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
長　

下
水
道
区
域
に
浄

化
槽
を
設
置
す
る
に
は
変
更
認

可
が
必
要
に
な
る
。
ま
ず
、
変

更
認
可
を
取
得
し
て
、
一
部
地

域
に
お
い
て
は
、
合
併
浄
化
槽

へ
の
転
換
を
行
っ
て
い
く
。

【町が備蓄しているトイレの数】
・マンホールトイレ　　　　32台

・簡易トイレ汲取り式　　　26台

・簡易ポータブルトイレ　  200台

・携帯トイレ　　　 1万3500回分
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阿蘇広域行政事務組合議会
北里　桂一

　３月２４日に阿蘇広域行政事務組合
議会定例会が開かれ、令和８年度の予算
審議がありました。
本町の負担金額は下記のとおり決定し
ました。

費　目 金　額 （前年比）

総務費 1053 万円 （＋ 42 万円）
衛生費 1億 4302 万円（＋ 1006 万円）
消防費 1億 3239 万円 （＋ 934 万円）
計 2億 8594 万円（＋ 1982 万円）

経済建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穴井　秀房

〇陳情第５号「飼料・燃料・資材・肥料等の価格高騰に関する陳情書」について
　令和７年９月１２日付けで提出されました陳情第５号「飼料・燃料・資材・肥料
等の価格高騰に関する陳情書」につきましては、９月議会で経済建設常任委員会に
付託された後、数度の委員会を開催し検討しておりましたが、国の物価高騰対応重
点支援地方創生臨時交付金の支出により、本年１月１４日の臨時議会において補助
金予算が提出され、同日可決されました。このため本陳情は補助金支出として予算
成立したことから採択となりました。

〇陳情第１０号「町道志津、志童子線道路改良工事」依頼について
　令和７年１２月１２日付けで提出されまし
た、陳情第１０号「町道志津、志童子線道路改
良工事」依頼につきましては付託後、現地にお
いて、陳情者並びに用地権者同席の上、陳情内
容の検討を行い、改修工事の必要があると判断
しましたので採択となりました。

令和８年　議会日誌

２
　
月

16 視察対応（津奈木町議会）

16 総務文教常任委員会

20 議会運営委員会

20 県町村議長会第76回定期総会

24 阿蘇広域議会運営委員会

３
　
　
月

1 熊本県立小国高等学校卒業式

3～9 令和8年第１回定例会

7 南小国中学校卒業式

10 議会広報調査対策特別委員会

23 各小学校卒業式

24 阿蘇広域議会定例会

30 小国公立病院議会

４
　
月

8 小国高校入学式

9 小・中学校入学式

13 議会広報調査対策特別委員会

14 阿蘇市町村議長会総会

16 熊本地震10年犠牲者合同追悼式

22 議会広報調査対策特別委員会

22・23 総務文教常任委員会

現地は県道と町道が直角交差となっている
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…
教
師
を
目
指
さ
れ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
何

で
す
か
？

　

小
学
校
の
時
に
担
任
の
先
生
に
感
銘
を
受

け
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。
そ
の
先
生
の
授

業
が
と
て
も
面
白
く
て
、
今
で
も
算
数
の
円

の
授
業
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
先
生
が

本
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
て
、
本

も
毎
日
１
冊
借
り
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
教
師
に
な
っ
て
か
ら
も
本
当
に
楽

し
か
っ
た
で
す
。
私
は
教
え
る
こ
と
が
好
き

で
す
。
子
ど
も
達
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ン
ト

を
渡
す
と
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
喜
ん

で
い
る
姿
を
見
ら
れ
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

　

昨
年
度
い
っ
ぱ
い
で
48
年
間
の
教
師
生
活

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
が
、
生
ま
れ
変
わ
っ

て
も
ま
た
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。…

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
の
発
足
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
０
２
年
度
か
ら
小
学
校
で
は
土
曜
日

が
休
日
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も

達
の
居
場
所
づ
く
り
や
社
会
性
を
身
に
つ
け

る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
、
わ
く
わ
く
ク

ラ
ブ
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
が
指

導
者
と
し
て
得
意
な
こ
と
や
学
ん
で
き
た
こ

と
を
教
え
る
こ
と
で
、
世
代
を
超
え
た
交
流

や
生
き
が
い
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
い
う
の
も

目
的
の
一
つ
で
す
。

　

私
自
身
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を

作
り
ま
し
た
。
今
は
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
14
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
昨
年
度

は
１
７
０
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

に
よ
っ
て
は
小
中
学
生
だ
け
で
な
く
、
大
人

の
方
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

…
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
展
望
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

指
導
者
の
発
掘
が
目
下
の
課
題
で
す
。
指

導
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
ク
ラ
ブ
数
も
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
形

で
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り

報
酬
を
お
支
払
い
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

指
導
者
の
発
掘
に
繋
が
り
、
も
っ
と
い
ろ
ん

な
種
類
の
ク
ラ
ブ
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。取

材
：
穴
井
秀
房
、
森
永
一
美

写
真
・
文
：
森
永
一
美

佐
さとう

藤 勝
かつや

也さん
【わくわくクラブ】は誕生２５年目！

地域で育む、世代を超えた交流と学びの場。

プロフィール
扇生まれ、上町在住。2020 年より “きよらの郷”わくわくクラブ会長。 
選 挙 管 理 委 員 会 の 委 員 長、 退 職 公 務 員 連 盟 阿 蘇 北 部 の 会 長、 
きよらパトロール隊、放課後子ども教室など枚挙にいとまがないほど 
様々な地域活動を行っている。

会長として組織を牽引しつつ、 自らも

指導者として総合型スポーツの参加者

約３０名と汗を流されています

写真提供 ：教育委員会

登校する子ども達に 「今日も元気？」

「いつも挨拶が丁寧だね」 と声掛けを

しながら見守りをされています

　
こ
の
春
、
町
内
で
は
小
学
生
26
名
、
中
学
生
29

名
が
新
し
い
門
出
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
進
学
や

就
職
な
ど
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
家
で
も
子
ど
も
た
ち
が
小
・
中
学
校
に
入

学
い
た
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
実
感
し
て
い
る
の

は
、「
地
域
の
方
々
の
温
か
な
眼
差
し
」
で
す
。

　
表
紙
の
田
の
原
か
ら
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
へ

と
続
く
通
学
路
の
一
部
は
、
町
建
設
業
協
会
の
皆

さ
ま
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備
し
て
く
だ
さ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
登
場
い
た

だ
い
た
佐
藤
勝
也
さ
ん
は
、
毎
朝
交
差
点
に
立
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
登
校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
―
―
そ
の
一
心
で
、

惜
し
み
な
い
協
力
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
が
南
小

国
町
に
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ま
の
深
い
愛
情
に
支
え
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
っ
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
広
報
委
員
会
で
は
、【
町
民
皆
さ
ま
】
と
【
議

会
】
と
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
る
広
報
誌
づ
く
り
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
や
ご
感
想

な
ど
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
お
声
を
何
な
り
と
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
永
一
美
）

　
　
発
行
責
任
者

　
　
　
議
　
長
　
　
井
上
　
則
臣

　
　
広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
森
永
　
一
美

　
　
　
副
委
員
長
　
井
野
　
和
哉

　
　
　
委
　
員
　
　
穴
井
　
秀
房

　
　
　
委
　
員
　
　
北
里
　
桂
一
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